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課題10 流用するデータ

JPMARC  

<GP03852675> CRTDT:19871127 RNWDT:19871127  

GMD: SMD: YEAR:1981 CNTRY:ja TTLL:jpn TXTL:jpn ORGL:  

ISSN: NBN:JP81042307 LCCN: NDLCN:  

REPRO: GPON: OTHN:  

VOL: ISBN:4276201608 PRICE:1200円 XISBN:  

TR:随想風音楽論 : 新しい音と古い音と / 山田忠男著||ズイソウフウ オンガクロン  

PUB:東京 : 音楽之友社 , 1981.10  

PHYS:206p ; 20cm  

AL:山田,忠男(1911生)||ヤマダ,タダオ < >  

CLS:NDC8:760.4  

CLS:NDLC:KD111  

SH:NDLSH:音楽||オンガク//K 

• TR： タイトル関連情報のヨミに注目 → TRR  

• AL： 著者名リンクは，著者名典拠データを同定してから形成します。 

• 1回目の検索で，総合目録データベースに該当する著者名典拠データがヒットしなかった場合は，著者

名典拠データの検索画面で，検索キーを変えて検索し直しましょう。 

  → テキスト 付録7（4） 著者名典拠検索画面  

参照 

• テキスト 付録8 1和図書流用入力時の主な注意事項  

• テキスト 付録1 画面構成とフィールド，付録2 データ記述文法(抜粋)，付録4 コード表（抜粋）  

• コーディングマニュアル 2.2.1 TR F4  

• 年号／西暦変換  

https://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/2_2_1.html
https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/tool/nengo.html
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課題10 登録の一例

<BCxxxxxxxx> CRTDT:19980401 CRTFA:FA013312 RNWDT:19980401 RNWFA:FA013312  

GMD: SMD: YEAR:1981 CNTRY:ja TTLL:jpn TXTL:jpn ORGL: 

ISSN: NBN:JP81042307 LCCN: NDLCN: 

REPRO: GPON: OTHN: 

VOL: ISBN:4276201608 PRICE:1200円 XISBN: 

TR:随想風音楽論△:△新しい音と古い音と△/△山田忠男著||ズイソウフウ△オンガクロン△:△アタラシイ△

オト△ト△フルイ△オト△ト 

PUB:東京△:△音楽之友社△,△1981.10 

PHYS:206p△;△20cm 

AL:山田,△忠男(1911-)||ヤマダ,△タダオ△<DA04733659> 

CLS:NDC8:760.4 

CLS:NDLC:KD111 

SH:NDLSH:音楽||オンガク//K 

* 登録の一例を示します。 

* 参照データからの変更点は，赤で示しました。 

 

* タイトル関連情報のヨミは，必ず追加します。 

  → コーディングマニュアル 2.2.1 F4.1 

 

* タイトル関連情報のヨミは，本タイトルのヨミのあと，スペース，コロン，スペースに続けて記述します。 

  → コーディングマニュアル 2.2.1 B 

 

* 著者名リンク作成時の検索において参照データセットにヒットした場合は，総合目録データベースに該当する

著者名典拠データが登録されていないか，著者名典拠検索画面で，検索キーを変えたり，減らしたり，前方一致

検索を活用したりして，繰り返し検索します。 

  → テキスト 付録7（4） 著者名典拠検索画面 

 

* 総合目録データベースでは，著者標目に対する生没年の付記事項は，西暦4桁の数字を「－（ハイフン）」で

結んで記述します。 

  → コーディングマニュアル 8.2.1 D2  

 

（参考） WebUIPでは，書誌データのALフィールドに入力されているデータが，リンク形成作業時に検索キー

となります。この課題では，書誌流用入力時にセットされたALフィールドのデータをそのまま使用して検索

すると，総合目録データベースと参照データセットの記述の相違から，総合目録データベースに該当する著者

名典拠データがあるにもかかわらず，検索結果が0件になります。これは，(1911生) という付記事項を使用

して検索したことによります。 

https://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/2_2_1.html
https://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/2_2_1.html
https://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/8_2_1.html

